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退職にあたっての随想
初等教育学科教授 西田正男
西野幌の地K，新校舎落成時より勤務してきましたが，昨年思いがけない入院で，退院
後は休職・停年と云う乙とになりました。気候のよい前期だけでも最後のしめくくりをし
たかったのですが，それもできず残念でした。現在でも貧血が進むと輸血にたよるより他
ない状態です。人工血液の研究即，赤血球を包む薄い人工膜の研究が進むと，血液型にも
よらず動物の血液でも利用ができるのです。昭和22年頃北大外科研究室で，代用血液の研
究の手伝いをした頃，馬の血液よりフィブリンを分離し水溶性グロビンの冷凍乾燥をした
乙とがあります。ちょうどグリコアルギン（昆布アルギン酸とグルコース）が利用された
時代でしたが理論的にも無理のようでした。
永い聞の化学・食品学・教材研究・保育内容の自然，の講義をふり返り，思い出される
ままに少しばかり穣ってみたいと思います。高校の化学教科書の最後の万K，還元糖はフ
ェーリング液を還元して赤色の亜酸化銅を生ずということがのっているが，方程式lと従っ
た定量実験をすると，化学万程式が何のためにあるのかも理解ができるので，実験は短時
間でできる簡単なものを選ぶことにした。生じた赤い沈澱を硫酸第二鉄の硫酸液で処理す
ると，糖の量lζ応じて硫酸第一鉄となり，これを過マンガン酸カリの濃度の分ったもので
滴定すると，銅l乙換算され糖を計算することができるのである。乙れは非還元糖の多少に
より影響されるが，その他 Somogyi法などがある。
これは亜酸銅を酸性で KI03とKIで遊離された沃度で酸化し，残りの沃度を Na28203で
滴定し還元糖を求める法である。葡萄糖は化学構造上， α型.;9型があり，甘さは α型が
強い。果糖はシス型のβ型がα型の 3番甘い。
又蕉糖は甘藷糖・ビート糖の甘さについては，ビート糖は還元糖が大変少なく，製造初
期の結晶のそろったものでは，アルコール処理をすると 0.00一%である。研究室では，十
勝清水工場よりもらったものを実験に使用した。グラニュールのままのビート糖が化学上
甘いが，溶解難のため，士別工場では態々薦糖分解のビスコを添加して甘藷糖に似せた製
造法をとるのは，私等には納得のゆかないことである。
還元糖が少いと微生物の醸酵が少なく，食品加工に於ても利点がある。 （ジャム製造，
ヨーカン，コ ンデンスミルクなど），数年前十勝池田北糟工場を見学した際，砂糖の結晶
をさまたげる Raffinose（クソレコース・ガラクトース・果糖）を酸素分解により取除くこ
とによる中間試験が，その後実際に応用されている。
食品加工では，実験室にコンニャク粉があって，主成分Glucomannanが石灰で凝固する
実験をよくしたが，マンナンは腸の細菌で分解されることなどが知られている。
最近はよく風邪をひいて抗生物質の薬を続けて飲むと，細菌もなくなり，副作用もあっ
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て何となく調子が悪ドょうである。乙の他Vitami n-C＇.・カルシウム・蛋白・牛乳脂肪・燐
酸・沃度 ・塩素などの実験をした。VitaminCは酸化型のイ ンドフェノールを加えること
により，還元型の無色のインドフェノ ールに変ると云うのが理論である。私は学生に見せ
るために 1ccのメスピペットぞよ く用いたが，学生は二人一組になって， 一人は撹梓， 一
人は滴定と云うのが印象的であっ た。 VitaminC にKI・インドフェノールを入れて， KIOa 
の規定液で滴定するのであるが，方程式は， KIOaIとより沃度が遊離され，この沃度が
Vi taminCを酸化する 2つの方程式で示され，－1mち一分子の KIOaが3分子のアスコル ビ
ン酸に相当することにより計算ができるのである。海藻中の沃素の実験では焼いた Kelp
を用い， 2 NaI + Fe2cl 6→2Fecl2十 2Nacl+ I E 乙の I2を沃化加里液中lと捕集して標
準チオ硫酸曹達Solで滴定する。 Na282 Osの規定には重ク ロム酸加里標準液を用いた。
私が勤務した当時この実験をしている“最中，フラス コ中の溶液が飛び出して実験室の天
井をょとしたことがあった。今でもあとがついている。 実験室の天井はアスベストが用い
られ，アルコールが飛び出しで天井で燃えたこともあったが，絶対安全であることが分っ
たものでした。而し私と隣りの学生の聞をvちょうどうまく抜け出したのが幸いであった。
若し学生の顔にあた っていたら，私は恐らく責任上学校にはおれなかったであろうと思
ったものでした。初期の頃で，少人数に分けて授業ができた頃，厚別で下宿の学生が飲料
水がおかしいので見て下さいと云うことがあり ，実験材料としたことがあった。亜硫酸・
有機物・ア ンモニアを調ら〈飲料に適しないデータFーがでたことがあっ た。
蛋白質のミクロケルダール装置で蒸溜濃縮している時，理事長が入ってこられた。私は
授業を見学して下さいと申したら大変熱心に見て頂いたことがあった。
脂肪の実験で牛乳をとりあげたのは，脂肪球が蛋白質でカバーされているので，乳製品
はこれを除去するこ とがねらいであった。カルシウムは蔭酸カルシウムとして蕗酸を間接
的lζ計る万法が10年ほど以前より採用されているので，学生実験では CaCOa→CaO との
比較をしたが，重量法が constantlとでることを知った。 Caは焼いてfilterを通しCa特
有の色でこれを光電管を通し電流に換える定量法なども学生に見せたいと思った。
調理の先生が調理化学実験としてホーレ ン草のゆで汁中に葎酸より蔭酸カルシウムの沈
澱をつくられたが，こんなにあるのかなあと驚いたこともあった。昔はVita.minの関係で
硬いゆで方をしたことが思い出されるのである。
食品化学とは栄養素である澱粉質・脂肪・蛋白質 ・ビタミ ン・無機質 ・色・ 香味 ・酵素
などの化学成分の変化を研究する学問である。食品にも自然・ 加工などあり，それらの化
学成分である。始めの聞は以上について，特に成分の変性について力を入れたが，食品学
を聞いての学生は，食生活に直接関係ある講義が望ましいと云うのであった。
基礎の化学知識がないと総てに理解が困難である。私は毎年食品関係学会の事務局を尋
ね，資料を入手し，教材として随分便利であった。 Instant食品は炭水化物のα化と，化
学工学である乾燥の技術の進歩による処が大きい。学会のときの千葉での工場見学で＇lnct
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ant ラーメン工場を見たことがあった。カン水（炭酸ナトリウム， カルシウム）で処理し
脱水毛 α化をする。カン水処理は水洗が不充分で， 胃腸にはあまりよくない。即食品公害
である。食堂ラーメンの出方に影響があってはますいのであまり悪くは云えない。
化学実験室で蛋白含有溶液を中和するとき 3 アルカリ性lとなると特有の臭いがする。私の
嫌いな臭いでこれがラーメンと似ているので食べなL、。
食品公害．ではハムの美しい色がよく問題になる。肉加工工場え行くと， l硝酸塩（硝石）
と食塩の混合物で処理すると肉色が鮮明な紅色を呈する。 硝酸加里と肉中の硝酸還元菌で
亜硝酸カリとなり，肉中の乳酸と複分解を起し遊離の亜硝酸を生ずる。更に分解して酸化
窒素となる。之は Hemoglobin・ Myoglobin・と結合して安定なNitrosohemoglobin ・Nit 
rosomyoglobin之なり肉は鮮紅色となる。矯煙 ・煮沸fとよ り更に安定なNitrosohemoglo-
mogen ・ Ni troi;;omyoglomogenとなり永く鮮紅色を呈する。之は筋肉蛋白の熱変性で出現する
F reesulfhydry lgroupの還元作用によるものである。又亜硫酸塩素類の混合物も発色の効
果が速い。消費者協会の婦人連は随分問題にしているが，私達は高価なハムは食べないの
でそれ程気にならなし、。食品公害の講義で， 公害を少なく する方法の質問が出るが，私は
なるべく食品は広い範囲で食することが望しいと考える。
晴好食品・コーヒー ・紅茶の官能試験をしたことがある。人数が多いのでビーカーを用
いるが，学生はどうも ビーカーを嫌うのである。時々硝子 （パイレックス ・タイストーン
・石英ガラス・軟質ガラス・色ガラス）の講義をして，実験室のものは化学的に洗糠しで
あることを話している。紅茶は一番大衆的なもの，コーヒーはブラジル産の ものに一番高
い点数が入るのが常であった。又コー ヒー ではプロクラスが鑑定すると，ブルーマウンテ
ーンとコロνビアと間違える乙と が多いのは同ーの条件でテス トをするためで，個々に最
もよい万法でやるべきである。卒業生より，私は 3年間小学校教師をしている， 実験室で
ビーカーで飲んだ紅茶の味は忘れられないなどの便りがくる。
コーヒー抽出液中のカフェーンを定量した学生がし、たが， 一杯分のコー ヒー中に割合多
い数字がでた（豆の中で紅茶より少い） 。私は毎日コー ヒーを挽いて飲んでいるが，簡単
な抽出量テス トで24%の数字がでた。 lnstant Coffeeの収率28%に比較すると割合多い
と考えられる。学生実験で学校の緑茶のV・Cの定量をして一日3杯分で一日必要V・C
が摂れると報告のデーターがあった。 教材研究は松永先生が専門の生物学や気象学を受持
って下さるので私は安心して好きな宝石学 （鉱物学の特殊のもの）や写真科学などの話を
することが出来た。而し学生にはむずかしいよ5であった。
小学校では レーンズ，光の勉強が 2年と 5年で行われている。算王 ・ラッサー型 ・最も複
雑なガウス型レンズの構成 ・レンズDiamaterとFocus・ FNOの理論 ・感光材料と光の性
質 ・光度即Kelbinで現わさ【れる光の違い・ Filterの理論を充分に応用した昼間の夜間撮
影などである。私は永らく写真をやっているが，乙れらのことは何時も 考え乍ら撮り，こ
れが楽しいのである。宝石ではRuby• SapphireはAh03で前者はクロム，後者は酸化鉄
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－酸化チ タンの含有である。合成コランダム結晶中（＜＇.：）レチ Jレ（金紅石 ）を天然石同様成長
させた合成結晶化も行われている。仏国ギルソンでは天然石と全く 変らぬ Emeraldが有名
である。
化学的・物理的・光学的性質は合成，天然同一で製品は一つ一つ違っているのである。
美しい緑色が酸化クロムに原因することは Rubyと同ーであるが，これはその原子価に相違
するものである。私はコロンビア産のエメラルドを持っているが，これは鉱物中， 液体 ・
気体 ・固体の 3態即Three-phaseInclusionを現わすものである。 EmeraldはAguamarine
と同様 Berylを含む BesAl2(Si0s)6である。稀少価値のある同種Chrysaberyl • 
Alexaudri te・Cat’s-eyeはBerylumeであるがBeAl20 4の化学成分を示すのである。
Cat’s-eyeと云うのはChatoyaney効果（変彩効果）のことで宝石の名ではない。宝石学
では Chatoyancy効果を示す Chrysoberylを指すのが普通である。合成Diamondは硬度 8
で硬度計を使用すれば簡単に分かるが天然のものは10である。硬度は原子構造によ る。
結晶内部の C原子が密集配列で，而も原子聞の結合は共有結合と云われる強固な結びつ
きである。私は結晶中l乙未結晶の炭素のあるものを持っていたが宝石としては最も重要な
Cutが理論的即Aクラスであったので娘の指輪にした。実験室の天秤には多数の合成サフ
ァイヤーが使われているが独乙では実験室lとある同種のものに合成スチールで硬度 9のも
のが使われているのは全く 驚く程である。合成サフ ァイヤーはアル Eニュームを高圧， 高
熱で短かい時聞に合成させる万法であるが，天然のものとの鑑定では生長線が異なる点で
ある。保育内容の研究「自然」私は山岳会で永い間山登りをやって自然に接していた。
若い頃幼稚園の園児とお母さんを案内して円山の奥を歩いたことがあった。その頃は動
植物などの観察が主であったが，現在では3 自然現象 ・生活周囲の器具の使い万・物の形・
数量など小学校理科につながる内容になり， 子供の発達段階に関係があり，才能が延ばさ
れるような教育が目的である。私は参考書を単位のいら ない学生にも 多数購入してもら っ
た。それは子供を育てるようにとよってから一冊位は読んでおいても よいからである。
この程阪大で女子大生ジーパン論争があったが，数年前私の研究室でもジーパン研究会
をした ことがあった。工芸美術科コ ース学生が来て，演劇のマネージャーが今日はジーパ
ンをはいて来なさいと云ったのではいてきたが，先生はジーパンはどうですかとの質問で
あった。私はジーパンは似合わない人が多いからも う少し研究した方がよいと答えた。
服装は人も自分も楽しませるも のが望ましい。ジーパンは大体作業服で生地は木綿の
感触がよいが，も う少々上品に見えるような裁断 ・縫方などを考えた方がよい。私は若い
頃から裁縫に趣味を持っているので時々いたずらをする。例えば袖を 1cm延ばすとしても
専門家より椅麗に仕上げる。直した箇所が全くわからないようにするのは楽しみである。
時々具合のよいものをほどいて研究もする。洋裁 ・和裁は 「センス 」と頭をつかう 学問
であると考えているから， 「セ ンス 」もなければ頭も悪い学生には服飾コースは無理であ
る。 体育の学生が全員ユニホーム姿で講堂に集合， 代表から 「お願いします 」など挨拶
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されると，自然身がしまる。やは り服装と精神は関係があるよ うにも考えられる。
スラックスは男女とも似ているが特に格好のよい女性のスラックス姿に興味を持ってい
る。型のよいものは腰の線がく の字になり， 正面から見ると内側が一直線であって， ウエ
ストラインは高い万が美しく見える ものである。 制作には仮縫lζ注意を要する。仮縫とは
単に体lζ合わせることではない。 適当の 「同隔J又は「ゆとり 」をも たせて姿をよ くする
ことである。 こんなことを思い出して書いていると きりがないが，なんとなく最後の講義
ができた気持ちがして嬉しい。何時か忘れたが試験替わりのレポートを書いた学生が最後
のところに，私は化学は苦手だが先生の漫談が聞きたくて単位をとったと書いてあった。
私はおしゃべ りが大嫌いなのに，何時の聞に乙んなことになったのか不思議な乙とである。
講義は殆んどノートなどは見ながらやらないので， クラスによ っても年度によ っても全
く一定しなかった。永年の資料がいっぱし、で，つい整理しないままに講義も終ってしまっ
たのである。私は学生時代に有名な先生の講義を単位と は別に聞いたが，先生はいつも愉
快そうな姿で漫談だけが思い出されるのである。 「魚Jは頭の万が美味しいが「ウナギ 」
だけはしつぼが美味しし、。ウ ナギを食べlと行ったら，早いところ，しっlぎをとって，僕は
しつぼが好きなんだと云えばよいと。毎年のようにう なぎを食べる度にこの先生のこと を
思い出すのである。最近は学生数も多く 私の講義iζ受講標を出す学生は年間延 1,20 0名以
上であった。講義もできるだけ少ない人数でやったので週20時聞を越すこともあったが，
あらゆる職場に勤めた私には大してこたえなかった。而し実験は危険を供もなうのででき
るだけ少ない人数でやりたかった。学校は学生数ばかり多くなって も発展したとは云えな
いのである。現在外科医である長男が， 20何年か前北大医コースに入学した頃「年寄り教
授の講義は聞き たく ないJと言っていたが，私は教壇l乙立つようになってからは，いつも
彼の言った乙とを思い出しては，若い気持で張切った ものであった。
私学は教育停年者の受入所では女子学生には特に可愛想である。若い先生がたの昇格と
巾広い技術者の登用と， 学校当局の新しい運営方針（教授陣及学生lと対しで も） が重要で
ある。最近は昔のようにそれ程経験を要しない時代になった。文部大臣も若くて結構勤ま
るのである。文学生の質向上も重要だが今少しく勉学できる環境が望しい。
数年前教育大学学長が入学式の学生告辞K，大学は学問の研究と真理の探究にあ り， 就
職などには関係のない処であると。今少しく 基礎学問の充実と単位の整理で真の私学発展
を望みたL、。私は毎年のように幹事校の先生がた と， 国庫助成運動で中央え出たが， トッ
プク ラスの政治家の多数は現在の私学に対し厳しい批判をしている。
在勤中は永らくお世話lとなり楽しく過してこられたこと を感謝し，学園の発展 ・職員の
皆様の御健康を祈 ります。ま とまりのないことを述べさせて頂き有難とう Cざいました。
